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強磁場NMRによるカリウム
黒鉛層間化合物の39K NMR信号の初観測
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次世代電池の１つであるカリウムイオン
電池の負極材料として黒鉛などの炭素材
料が有力視されている。炭素負極の開発
においてNMRによる評価は不可欠であ
るが、カリウム核の感度の低さや試料の
高い導電性・反応性により、従来カリウム
吸蔵炭素材料のNMR観測は実現されて
いなかった。
強磁場NMR（図1）の利用に加え、プロー
ブの改修とサンプリング条件の最適化
（図2）を行うことで黒鉛層間に挿入され
たカリウムの39K NMR信号の初取得に
成功した（図3、4）。
NMRを用いることで、他の分光法では見
分けられないカリウム吸蔵状態の違いを
評価できる可能性が示された。
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図2：パイレックス管にサンプリングされたカリウム
-黒鉛層間化合物 （a） KC8、（b） KC24

図3：カリウム-黒鉛層間化合物 （KC8） の39K NMR信号 図4：カリウム-黒鉛層間化合物の39K NMR信号（上） 
KC24、（下） KC36


